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行政報告をする坂本町長

　

9
月
7
日
か
ら
18
日
ま
で
の
12
日
間
の
会

期
で
、「
令
和
8
年
第
5
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」が
開
催
さ
れ
、報
告
5
件
、同
意
1
件
、

諮
問
1
件
、
認
定
2
件
、
議
案
11
件
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
10
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
会
計
管
理
者
の
現
金
保
管
及
び
現
金
出
納

事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
毎
に
毎
月
実

施
し
て
い
る
も
の

報
告
第
11
号

　

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
監
査
委
員
が
、
和
木
町
の
財
務
に
関
す
る

事
務
の
執
行
及
び
事
業
の
管
理
に
つ
い
て

監
査
し
た
報
告

報
告
第
12
号

　

令
和
8
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ

い
て

※
集
会
所
等
の
照
明
L
E
D
化
工
事
、
テ
レ

ワ
ー
ク
移
住
支
援
事
業
、
熊
本
地
震
へ
の

災
害
支
援
事
業
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

報
告

報
告
第
13
号

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

※
令
和
７
年
度
決
算
に
か
か
る
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

報
告
第
14
号

　

一
般
財
団
法
人
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公

園
管
理
協
会
の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て※
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
の
令

和
７
年
度
決
算
、
令
和
７
年
度
公
園
使
用

料
及
び
利
用
者
数
、
令
和
８
年
度
予
算
に

つ
い
て
の
報
告

同
意
1
号

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

※
教
育
委
員
会
委
員
の
中
村
博
美
さ
ん
の
任

期
が
９
月
末
で
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き

続
い
て
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
同
意
】

諮
問
第
1
号

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

※
人
権
擁
護
委
員
の
山
本
和
彦
さ
ん
の
任
期

が
12
月
末
で
満
了
と
な
る
た
め
、
人
権
擁

護
委
員
候
補
者
と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦

す
る
た
め
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
同
意
】

認
定
第
1
号

　

令
和
7
年
度
和
木
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

※
令
和
７
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

議
会
の
認
定
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
認
定
】

第
5
回
和
木
町
議
会
定
例
会

認
定
第
2
号

　

令
和
8
年
度
和
木
町
公
営
企
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

※
令
和
7
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
議
会
の
認

定
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
認
定
】

議
案
第
23
号

　

令
和
8
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
4
号
）

※
新
規
事
業
等
追
加
で
必
要
と
な
る
経
費

や
、
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与
費
等
の

調
整
、
令
和
７
年
度
の
決
算
の
確
定
に
伴

う
繰
越
金
を
計
上
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
24
号

　

令
和
8
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
令
和
7
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

等
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
を
調
整
す
る

も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
25
号

　

令
和
8
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

※
令
和
7
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

等
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
を
調
整
す
る

も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
26
号

　

令
和
8
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
令
和
7
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

等
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
を
調
整
す
る

も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
27
号

　

令
和
8
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
主
に
、
維
持
管
理
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
経
費
を
計
上
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
28
号

　

令
和
8
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
主
に
、
和
木
ポ
ン
プ
場
汚
水
ポ
ン
プ
の
更

新
や
、
管
路
の
修
繕
に
必
要
な
工
事
費
等

を
計
上
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
29
号

　

和
木
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
児
童
福
祉
法
等
、
国
に
お
け
る
関
係
法
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
の
基
準
に
即
し

て
、
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
30
号

　

和
木
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
法
令
の
施
行
に
よ
り
、
事
業
者
が
採
用
時

や
更
新
時
に
性
犯
罪
の
前
科
が
な
い
か
、

従
業
員
に
係
る
犯
罪
事
実
確
認
等
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
旨
の
規
定
を
追
加
す
る
も

の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
31
号

　

和
木
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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ステージを降りて会場を盛り上げる山口瑠美さん

左）大屋危機管理監
右）坂本町長

まちの話題

　

9
月
1
日
︑
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
︑
元

海
上
自
衛
官
の
大
屋
幸
泰
さ
ん
が
地
域
防
災

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
着
任
し
ま
し
た
︒

　

大
屋
さ
ん
は
︑
民
間
企
業
か
ら
海
上
自
衛

隊
で
の
勤
務
を
経
て
定
年
退
職
し
︑
こ
の
た

び
︑
和
木
町
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
尽

力
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
︒

　

現
在
︑
現
職
の
林
危
機
管
理
監
か
ら
防
災
・

危
機
管
理
に
お
け
る
専
門
的
な
知
識
や
実
務

の
引
継
ぎ
を
受
け
て
お
り
︑
今
後
の
防
災
体

制
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
︒

小
学
校
に
﹁
シ
ー
ソ
ー
﹂
を

設
置
し
ま
し
た

　

児
童
た
ち
が
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
︑

小
学
校
の
校
庭
に
新
し
い
遊
具
﹁
シ
ー

ソ
ー
﹂
を
設
置
し
ま
し
た
︒
休
み
時
間

に
は
︑
友
達
と
一
緒
に
元
気
に
遊
ぶ
姿

が
見
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

な
お
︑
こ
の
遊
具
の
設
置
に
あ
た
り
︑

公
益
財
団
法
人
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
財
団

か
ら
︑
令
和
8
年
度
子
ど
も
活
動
支
援

金
の
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
︒

※
国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
児
童

福
祉
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

及
び
既
定
の
整
備
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
32
号

　

和
木
小
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
端

末
一
式
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業
に
係
る
、

1
人
1
台
端
末
を
更
新
す
る
た
め
の
購
入

契
約
を
締
結
す
る
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
33
号

　

和
木
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
端

末
一
式
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業
に
係
る
、

1
人
1
台
端
末
を
更
新
す
る
た
め
の
購
入

契
約
を
締
結
す
る
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

厚
生
功
労
表
彰

　

9
月
6
日
︑
雨
降
昌
子
さ
ん
が
満
90

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
︑
長
寿
の
お

祝
い
と
し
て
︑
町
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま

す
よ
う
︑
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
雨
降
昌
子
さ
ん
は
お
名
前
の

み
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
︒

　

9
月
12
日
︑
文
化
会
館
で
︑
町
内
在
住

の
昭
和
28
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
︵
年
度
末
で
74
歳
以
上
の
方
︶
1
︐
0
8

2
名
︵
男
性
4
4
9
名
︑
女
性
6
3
3
名
︶

を
対
象
に
︑﹁
敬
老
会
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
︒
式
典
で
は
坂
本
町
長
が
長
寿
の
お
祝

い
を
述
べ
ま
し
た
︒
ま
た
︑
招
待
者
の
代

表
で
あ
る
山
本
和
彦
さ
ん
が
開
催
の
お
礼

と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
︑
和
木
町
出
身

の
山
口
瑠
美
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が

3
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
︑
懐
か
し
い
曲
を
一

緒
に
歌
う
な
ど
会
場
を
明
る
く
楽
し
い
雰

囲
気
に
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

今
年
度
80
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
36
名

　

女
性
27
名

今
年
度
88
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
6
名

　

女
性
23
名

今
年
度
95
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
6
名

　

女
性
14
名

今
年
度
99
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
0
名

　

女
性
3
名

今
年
度
100
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
0
名

　

女
性
3
名

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　
　
　
　
　
﹁
敬
老
会
﹂
開
催

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
危
機
管
理
監
就
任

　

山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
︑
山
口
県
内
各

地
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
販
売
や
︑
子
ど
も

向
け
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
﹁
ハ
ダ
シ
ラ
ン
ド
﹂

な
ど
︑
多
世
代
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
︒
山
口
の
美
味
し
さ
と
楽
し
さ
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

10
月
17
日
㈯　

11
時
～
15
時 

※
ハ
ダ
シ
ラ
ン
ド
は
10
時
～
15
時

場
所　

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園　

B
e
e
+
エ
リ
ア 

問　

和
木
町
地
域
振
興
協
会︵

☎
28
ー
4
6
6
6
︶

Yam
aguchi Sw

eet Ice Dream

を

開
催
し
ま
す
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和木町の夏の風物詩 西田夏埜さん

人KENまもるくんと人KENあゆみちゃんの
登場に大盛り上がりの園児たち

お手玉

手作りこま

まちの話題

　

9
月
8
日
︑
岩
国
市
い
こ
い
と
学
び
の

交
流
テ
ラ
ス
で
行
わ
れ
た
︑
令
和
8
年
度

山
口
県
中
学
校
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
第

7
地
区
予
選
暗
唱
の
部
に
お
い
て
︑
和
木

中
学
校
3
年
西
田
夏
埜
さ
ん
が
第
1
位
を

獲
得
さ
れ
ま
し
た
︒

　

西
田
さ
ん
は
昨
年
の
同
大
会
で
も
第
1

位
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
が
︑
そ
の
後
も
更

な
る
研
鑽
を
重
ね
ら
れ
︑
今
回
の
連
覇
達

成
と
な
り
ま
し
た
︒
岩
国
地
区
の
代
表
と

し
て
出
場
す
る
10
月
1
日
㈭
の
県
大
会
︵
山

口
市
︶
で
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
︒

英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
で

第
１
位
獲
得

　

8
月
24
日
︑
小
瀬
川
大
和
橋
下
流
に
て
︑

大
竹
・
和
木
川
ま
つ
り
花
火
大
会
︵
主
催
：

大
竹
商
工
会
議
所
︶
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

こ
の
川
ま
つ
り
は
︑
大
竹
市
と
和
木
町

の
発
展
の
源
で
あ
る
小
瀬
川
へ
の
感
謝
と

祈
り
を
こ
め
て
毎
年
行
わ
れ
る
も
の
で
す
︒

　

今
年
は
20
時
か
ら
20
時
15
分
ま
で
の
15

分
間
︑
約
3
︐
0
0
0
発
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
︒
絶
え
間
な
く
咲
き
乱

れ
る
美
し
い
花
火
に
︑
た
く
さ
ん
の
方
が

魅
了
さ
れ
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
川
沿
い
に
並
ん
だ
出
店
に
は
冷

た
い
ジ
ュ
ー
ス
や
か
き
氷
な
ど
が
並
び
︑

お
祭
り
を
楽
し
む
多
く
の
家
族
連
れ
や
浴

衣
姿
の
人
々
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
︒

大
竹
・
和
木
川
ま
つ
り
花
火
大
会

　

9
月
3
日
か
ら
4
日
の
2
日
間
︑
和
木

こ
ど
も
園
で
﹁
昔
遊
び
﹂
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
︒
園
児
た
ち
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
︑伝
統
あ
る
お
も
ち
ゃ

の
遊
び
方
を
教
わ
り
ま
し
た
︒
会
場
に
は

お
手
玉
や
紙
風
船
︑
こ
ま
︑
か
る
た
︑
け

ん
玉
な
ど
が
用
意
さ
れ
︑
普
段
あ
ま
り
馴

染
み
の
な
い
昔
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
︒

　

初
め
は
苦
戦
し
て
い
た
園
児
た
ち
も
︑

コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
挑
戦
し
︑
上
手
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
︒
昔
な

が
ら
の
遊
び
の
魅
力
に
す
っ
か
り
夢
中
に

な
り
︑
園
内
に
は
終
始
︑
賑
や
か
な
笑
い

声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
︒

和
木
こ
ど
も
園

昔
遊
び
を
開
催

人
権
教
室
を
開
催

　

9
月
10
日
︑
和
木
こ
ど
も
園
で
年
長
児

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
人
権
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
岩
国
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
の
山
本
和
彦
さ
ん
ら
を
講
師
に

お
迎
え
し
︑
分
か
り
や
す
い
お
話
や
出
し

物
を
通
し
て
︑お
互
い
を
大
切
に
す
る
﹁
思

い
や
り
の
心
﹂
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒　

　

園
児
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
︑

友
達
に
優
し
く
す
る
こ
と
や
命
の
尊
さ
に

つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
︒
さ
ら
に
︑
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
﹁
人
K
E
N
ま
も
る
く
ん
﹂
と
﹁
人

K
E
N
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
﹂
も
応
援
に
駆
け

つ
け
︑
園
児
た
ち
は
大
喜
び
︒
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
な
が
ら
︑

終
始
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
︑
実
り
多
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
︒
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　７月２７日から１７日間、中学生６名がニュージーランドのオークランドへの語学研修に参加しました。
海外の一般家庭に滞在し、現地の学校へ通うことで語学力の向上とともに豊かな国際感覚を身に付ける機会
となったようです。
　二次元コードから、報告の全文と、報告会の動画をご覧いただけます。

和木町海外派遣（ホームステイ）事業

　私は７月２７日から８月１２日まで、１７日間
ニュージーランドでホームステイをしました。行く
前は英語やホストファミリーとの生活に不安があり
ましたが、実際には楽しく、忘れられない経験にな
りました。最初は英単語だけで話していましたが、
生活するうちに少しずつ文章で話せるようになり、
間違いを恐れず伝えることが大切だと学びました。
また、現地の生徒との交流や文
化の違いを通して、多くのこと
を学びました。これからも英語
の勉強を続け、今
回の経験を生かし
ていきたいです。
（鵜飼　美紅）

　私は２週間ニュージーランドでホームステイをし
ました。ホストファミリーとビーチや教会に行った
り、オールブラックスのツアーやフィールドトリッ
プ、マオリ文化の体験をしたりしました。日本とは
違う食文化や生活、自然に触れ、多くのことを学び
ました。英語での会話は難しかったですが、いろい
ろな人と積極的にコミュニケーションを取ることで、
発音や伝えることの大切さを学びました。ネットで
知るだけでなく、実際に体験する楽しさも知ること
ができました。この経験を
これからの生
活や学習に生
かしていきた
いです。
（村田　結徠）

I went to New Zealand to learn about different 
cultures. I visited a local school, played sports, 
and learned about Māori culture. I also made a poi 
and visited Sheep World. I enjoyed fish and chips 
and hokey pokey. I learned that expressing my 
thoughts is important and also we should respect 
different cultures and opinions.
（佐川　陽菜）

I went to New Zealand for a training program. At 
first, I was nervous about speaking English and 
staying with a host family. However, my host 
family was kind, and I enjoyed talking with them. I 
also visited a school, played with New Zealand stu-
dents, and learned about the culture and history. 
Through this experience, I learned that it is im-
portant to speak English without being afraid to 
make mistakes. I want to keep studying English 
and try new things. 
（山本　麗晏）

I went to New Zealand for two weeks. At first, I 
was nervous about speaking English, but I became 
more confident through my host family, school, 
and local people. I learned about New Zealand‛s 
c u l t u r e  a n d  n a t u r e .  I  a l s o  l e a r n ed  t ha t  
communication is more important than speak 
perfect English. I want to use this experience in 
my future. 
（須山　彩葉）

　今回、ニュージーランドでのホームステイ研修に
参加しました。男子生徒が一人だけで、最初は不安
や緊張がありましたが、英語で生活する中で、少し
ずつ会話ができるようになり、英語力の向上を実感
しました。また、英語は勉強するだけでなく、実際
に使うことが大切だと学びました。そして、今回の
研修を通して、失敗を恐れて考えすぎるのではなく、
「まず行動してみること」の大切
さを学びました。この経験で得
た英語力や挑戦する勇気、行動
力をこれからの人
生に生かしていき
たいです。
（河口　聖弥）
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、町の財政状況を判断する財政指標を公表
します。
　これは、町財政の状況を明らかにすることで住民の目によるチェックを可能とし、財政悪化の
兆候が見られた場合に財政の健全化を図っていくことを目的とします。

①実質赤字比率…………一般会計等の赤字額の標準財政規模※に対する割合
②連結実質赤字比率……全会計を対象とした赤字額の標準財政規模に対する割合
③実質公債費比率………一般会計等が負担する借入金の返済額等の標準財政規模に対する割合
④将来負担比率…………一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合
※標準財政規模…その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる経常的一般財源の規模

　健全化判断比率は、①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率の
４つの指標で構成されており、この比率がそれぞれ「早期健全化基準」（黄信号）を超えれば財政
健全化計画の作成が必要となり、更に、「財政再生基準」（赤信号）を超えると地方債の起債に制限
のかかる財政再生団体になります。
　令和７年度において、和木町は４つの比率とも早期健全化基準を下回る数値となっています。

・資金不足額がないため、資金不足比率※は「－」と表示しています。

指　標　名

指　標　名

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

（黒字）

（黒字）

8.4%

15.8%

15.00％

20.00％

25.0％

350.0％

20.00％

30.00％

35.0％

和木町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

R３

（黒字）

（黒字）

5.8％

32.7％

R４

（黒字）

（黒字）

6.6％

2.5％

R５

（黒字）

（黒字）

7.7％

13.7％

R６

（黒字）

（黒字）

8.5％

7.5％

R７

（黒字）

（黒字）

8.4％

15.8％

R２

（黒字）

（黒字）

6.0％

47.9％

会　計　名

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

－

－

20.0％

20.0％

資金不足比率 経営健全化基準

○令和２年度決算からの指標の推移

※資金不足比率………公営企業会計の資金不足額の事業規模（事業収入）に対する割合

（令和７年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率の公表）

和木町財政の健全性は！？

健全化判断比率

　和木町では簡易水道事業と、公共下水道事業が公営企業に該当し、一般会計から切り離されて独
立の公営企業会計を持ちます。資金不足比率は公営企業会計の健全性を判断する指標で、経営健全
化基準を超えた場合、資金不足となった要因を分析し、経営健全化の基本方針等を定めた経営健全
化計画を作成し、経営の健全化を図ることになります。
　令和７年度において、簡易水道事業、公共下水道事業会計ともに資金不足はありません。

資金不足比率
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和木トムソーヤクラブって？ サップに乗って小瀬川を
探検しよう
　８月１７日、「サップに乗って小瀬
川を探検しよう」を開催しました。
　専門のインストラクターをお招き
し、小中学生２９人が小瀬川でサッ
プ体験を楽しみました。
　最初は、恐る恐る座って漕いでい
た子も、立ってパドルを上手に使い
ながら小瀬川の河口付近まで漕いで
行ったり、県境を越えて大竹側まで
川面の探検を楽しんだりすることが
できました。

パン屋さんでパンづくり体験
　９月１３日、岩国市のパン屋
「リュッケベーカリー」で、「パン
屋さんでパンづくり体験講座」を
開催しました。プロのパン屋さん
に教えていただける講座とあって、
大人気の講座でした。
　参加した児童たちは、パン屋さんになった気分を味わいながら
ソーセージロールやオリジナルのパン、おいしそうなピザを完成
させました。
　生き方や働き方といったキャリア教育に関わる大切なお話も伺
うことができた、貴重な講座となりました。

　今年度から実施している「和木トムソーヤクラブ」とは、和木の次
世代を担う子どもたちに和木の「人、自然、文化、行事」等とふれあ
う体験活動を通して、郷土に愛着と誇りを持ち、これからの和木を創
り上げていこうとする気持ち「和木 PRIDE（プライド）」を醸成して
いくために企画している体験講座のことです。
　子どもたちが和木町を大好きになり、ふるさと和木に誇りと肯定感を
持ってもらえるように、今後も社会教育の充実に取り組んで参ります。

★ 和木トムソーヤクラブ

★ 和木町夏季教職員研修会開催

「和木学園」講座　　和木学農園

　８月２３日、第５回和木学農園講座が開催されました。今回は、秋物
野菜の植え付けに備えて畑づくりを中心に行いました。暑い中、たくさ
んの会員さんが参加され、秋野菜の成長に思いを馳せつつ、畑づくりに
汗を流しました。
　後半の座学では、「秋・冬野菜の特性と栽培方法」について講義をい
ただき、これからの栽培が楽しみとなる講座となりました。

　８月７日、小学校で「子どもを真ん中にした学校づくり」をテーマに
夏季教職員研修会を開催しました。　
　今回はコミュニティ・スクール委員会との合同開催で、教職員や町民
など約１５０人が参加しました。運営には家庭教育支援チーム「はっちー
ず」が準備段階から深く参画し、地域一体となった開催が実現しました。
大空小学校初代校長の木村泰子先生を講師に迎え、子どもの権利尊重や
一人ひとりに合った学びを全員で考察しました。「はっちーず」をはじめ、
ご協力いただいた皆さまに深く感謝申し上げます。
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潮谷験 著
京橋史織 著

南杏子 著
芦沢央 著

澤田瞳子 著

石田衣良 著
千早茜 著

原田ひ香 著
彩瀬まる 著
早見和真 著

種村有希子 作

ジュリア・サルダ 作、寺木菜穂 訳
福田隆浩 作、藤本たみこ 絵

ミロコマチコ 作
石井睦美 作

柴田ケイコ 作
玉田美知子 作

岡田よしたか 作
なかやみわ 作

田中千絵 文・構成、内田有美 絵

＜CD＞
☆ Ｍａｄｅ ｏｆ Ｇｌａｓｓ／ｍｉｌｅｔ
☆ オルゴール・セレクション　オトノハ
☆ Ｍｉｃｈａｅｌ／マイケル
☆ Ｍｅｍｏｒａｂｉｌｉａ／Ｏｍｏｉｎｏｔａｋｅ

＜一般書＞
『ふしぎな凶器博物館』
『謎解きレシピをめしあがれ』　
『沈黙の患者』
『ハザードランプ』
『隠元』
『乙女道スカウト狩り
　　池袋ウエストゲートパーク 22』

『しろとくろの偏愛』
『あなたのいない世界で』
『青春とそれから』
『春までのセンセイ』

＜児童書・絵本＞
『まじょのクッキー』
『塔のなかの魔女』

『ふたりでおでかけ』
『まんげつおどり』
『ふたりのあした』
『パンどろぼうとさすらいラーメン』

『なまけものの　おつけもの』
『くらやみパーティー』
『どんぐりむらのおいしゃさん』
『いろんな　いろ　みつけたよ』

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

日 月 火 水 木 金 土
1 2

5 6
3

4 87 9
12 13

10
11 1514 16

1918
17

20 22 23 2421
2625 27 29 30 3128

10月の休館日

日時　１０月１７日（土）
１０：３０～１１：００

場所　おはなしの部屋

おはなし会サークル
　　　　　　 『ゆびとま』

☆ おはなし会 ☆
　１０月２６日（月）～１１月３日（火）は蔵書点検のため休館となります。
　休館中の本の返却は、１階事務所前の返却ポストをご使用ください。
　ＣＤ・ＤＶＤ・紙芝居の返却については、破損の恐れがあるため、総合コミュ
ニティセンター事務所窓口へお願いします。

☆臨時休館のお知らせ☆

☆１０月２７日（火）～１１月９日（月）は読書週間です。

≪標語≫   静かだけど、冒険中。 ※対象年齢　乳幼児～
　　　　　　小学校低学年
※工作もあります
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食推・母推からのお知らせ

身体測定も
  あります♪

すくすく計測相談会

内容　身長・体重測定、保健・栄養・母乳相談
対象　新生児、乳児、幼児
日時　●１０月８日（木）１０時～１１時３０分受付
　　　　妊産婦サロン（集団）と同時開催です♪
　　　●１１月１１日（水）１０時～１１時３０分受付
　　　　Baby’s カフェと同時開催です♪
持参物　母子健康手帳、お出かけグッズ（おむつ、ミルク
　　　　や水分補給できる飲み物、タオルなど）
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前の申込みは不要です。

男性の料理教室 ※申込終了

すくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダー

※詳細は下記をご覧ください。

子育て
掲示板

　未就園児の身体計測を行っています。保健師による個
別相談もできます。お気軽にご利用ください。

保健相談センター内（☎５２－７２９０）

和木町こども家庭センター和木町こども家庭センター

すくすくすくすくすくすくすくすく

こども家庭センターは、妊産婦・子育て世帯・子どもが
気軽に利用できる身近な相談機関です。
「どこに相談したらよいか分からない」、といったことも、
お気軽にご相談ください。

１０ 月　２日（金）

わき愛あいフェスティバル１１ 月　１日（日）

妊産婦サロン（個別）１０ 月２２日（木）

面接相談
子育てサロン「たんぽぽ」１０ 月２１日（水）

親子体操
健康プログラム１０ 月２３日（金）

すくすく計測相談会
Baby’s カフェ１１ 月１１日（水）

すくすく計測相談会
妊産婦サロン（集団）１０ 月　８日（木）

　親子のコミュニケーションのための場所を提供して
います。事前申込みは不要です。
日時　１０月２１日（水）
　　　１０時～１１時３０分
参加費　１家族１００円
場所　和木 2 丁目第 3 集会所（山の手集会所）
問　和木町社会福祉協議会（☎５２－８６４４）

子育てサロン「たんぽぽ」

〇食生活改善推進協議会
・１０月２日（金） 男性の料理教室　※申込終了
時間　１０時～１３時
場所　保健相談センター
持参物　参加費６００円、エプロン、三角巾、マスク
・１１月１日（日） わき愛あいフェスティバル
　中食、外食に関するクイズ（先着１００名景品あり）、
　パネル展示を行います。
場所　和木中学校
　〇母子保健推進協議会
・１０月２３日（金） 親子体操
時間　１０時～１１時３０分
場所　地域子育て支援センター（和木こども園内）
対象　未就園児とその保護者　定員１５組
講師　一般社団法人　はぴスポ
　　　　　トレーナー　福村紅子先生
　　　　　　　　　　　山本恵夢先生
準備物　裸足になれる服装、タオル、母子健康手帳、お

出かけグッズ（おむつ、ミルクや水分補給でき
る飲み物等）

申込　１０月１６日（金）までに保健相談センター
　　　　（☎５２－７２９０）へご連絡ください。
・１１月１日（日） わき愛あいフェスティバル
　よちよち赤ちゃんよーいドン！ 
時間　10 時～ 11 時
場所　和木中学校
対象　未就園児
・１１月１１日（水）　Ｂａｂｙ,ｓ カフェ

すくすく計測相談会と同日開催です。すくすく計測に
も参加される方は、１０時頃を目安にお越しください。

時間　10 時 30 分～ 11 時 30 分 
場所　保健相談センター
対象　赤ちゃん (１歳未満 ) とその保護者
申込　母子モで予約できます。当日参加も可能です。
持参物　母子健康手帳、お出かけグッズ（おむつ、ミル

クや水分補給できる飲み物、タオル等）
問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

　保育教諭による、子育て相談、親子遊びなどの催しや、
季節ごとのイベントなどを行っています。事前申込み
は不要です。
日時　毎週火・金曜日　9 時３０分～１２時
※行事等で開催しない日もあります。
　ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園（☎５２－２７０７）

地域子育て支援センター

無料

〈相 談 員〉  助産師　毛利　弘美  先生
〈持 参 物〉  母子健康手帳、 お出かけグッズ （おむつ、 ミルクや水分
　　　　　　補給できる飲み物、 タオルなど）
〈場　　所〉  保健相談センター
〈申込方法〉  事前予約が必要です。 （母子モでも予約可能です）
　　　　　  保健相談センター （☎５２−７２９０） へご連絡ください。

個別

１０月８日（木）１０時３０分～１１時３０分

集団

１０月２２日（木）①９時３０分　②１０時３０分　１時間程度

妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、授乳、
離乳食の相談などゆっくり相談できます。

助産師によるミニ講話「乳幼児期から伝えたい性のはなし」を開催します♪
すくすく計測相談会と同日開催ですのでお気軽にご参加ください♪
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面接相談

今日から始める健康プログラム

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

エイズ検査

骨髄バンク登録

ストレス相談
ひきこもり家族の会

☎ 29－1523

☎ 29－1519
☎ 29－1525

  9：00～11：00

13：00～16：00

10：00～11：00

13：30～15：30
13：30～15：30

１０月１３日（火）※毎月第2火曜日

肝炎検査 １０月２７日（火）※毎月第4火曜日
医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。
１０月１３日（火）・２７日（火）※第2・4火曜日
１０月２１日（水）※毎月第3水曜日
１０月２８日（水）※毎月第4水曜日

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

インフルエンザ・新型コロナウイルス予防接種のお知らせ令和８年度
　ご自身の対象となる制度をご確認のうえ、ご利用ください。ご不明な点は、保健相談センターにお問合せください。

※1　生活保護受給者は無料です。医療依頼書の提示が必要です。
※2　医療機関により接種料金が異なります。
※3　指定医療機関外で接種した場合、償還払いとなります。自己負担で接種後、母子健康手帳、領収書、口座番号がわかるものを持って、保健相

談センター窓口までお越しください。
※4　任意予防接種は接種者と医師との相談によって判断し行われるものです。効果や副反応をよくご確認の上、接種してください。
※5　６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓、又は呼吸器の機能障害で身体障害者手帳 1 級程度の障がいのある人、又はヒト免疫不全ウイルス

により免疫機能に日常生活が不可能な程度の障がいのある人も対象です。診断書にかかる料金は自己負担となります。
※6　町外の契約医療機関については、保健相談センターにご確認ください。

問  保健相談センター（☎5 2 － 7 2 9 0）

接種期間　令和８年１０月１日（木）～令和９年２月２８日（日）

種　類

インフル

エンザ

新型
コロナ
ウイルス

対　象

生後６か月から
小学６年生

中学１年生から
中学２年生

中学３年生
高校３年生

満６５歳以上
※５

２回

１回

１回

１回

接種料金から
助成金額
2,500 円を
引いた額
※２

なし

1,490 円

町内医療機関
じんこどもクリニック
ひろいし小児科
友田ファミリークリニック
岩国医療センター
ふじもと小児科
だいこく小児科
しまだファミリークリニック
シルククリニック
こうろ皮ふ科
広島総合病院　※３

町内医療機関

町内医療機関
町外の契約医療機関　※６

こどものマイナ保険証、母子健康手
帳を持参し、医療機関に設置してあ
る「和木町こども任意予防接種費用
助成金交付申請書兼委任状」を記入
し、接種を受けてください。

任意予防接種
※４

自宅に届いた接種券を持参し、接種
を受けてください。

マイナ保険証を持参し、接種を受け
てください。

予防接種法に基
づく定期接種

4,680 円

指 定 医 療 機 関 接　種　方　法 区　　分自己負担金額※1助成
回数

〇乳がん検診について
　医療機関による個別検診のため、受診の
際は受診券が必要です。詳しくは保健相談
センターまでお問合せください。
持 参 物　和木町乳がん検診受診券・マイナ保険証
自己負担　無料
・平日夜間に受診できる医療機関
錦病院
日　　時　１０月１５日（木）　１８時～２０時　※要予約
予約・問　錦病院　（☎４１－０１７７）
問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

１０月は乳がんの早期発見・早期治療
の重要性を普及啓発するピンクリボン
月間です　臨床心理士・公認心理師による個別相談を行っています。

　ご自身やご家族の悩みなど、お気軽にご利用ください。
日時　１０月２１日（水） １４時～１６時のうち１時間程度
相談員　臨床心理士・公認心理師 　玉田　和子　先生
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

日時　１０月２３日（金）　１３時３０分～１５時
講師　ワキ薬局　薬剤師　　大森　悠生　先生
会場　保健相談センター
申込　１０月２０日（火）までに保健相談センター
　　　（☎５２－７２９０）へご連絡ください。

いつまでもアクティブに！　集まって、楽しんで、健康に！
～血圧・血糖・禁煙サポート　仲間づくりのいい話～

第２弾

からだ応援ページ
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令
和
８
年
10
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

育
児
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
の
相
談
窓
口

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
受
給
者

証
の
期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を

お
す
す
め
し
ま
す
！

障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
に
つ
い
て

　

子
を
養
育
す
る
父
母
（
国
民
年
金
1
号

被
保
険
者
）
は
申
請
を
す
る
こ
と
で
、
令

和
8
年
10
月
1
日
以
降
の
保
険
料
（
令
和

8
年
度
は
月
額
1
7
，
9
2
0
円
）
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
期
間
は
当
該
養
育
す
る
子
が
1
歳

に
な
る
誕
生
日
の
前
月
ま
で
で
す
。

　

育
児
免
除
期
間
と
し
て
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
付

し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
は
、
保
健
福
祉
課
へ
の
届
出
書
の

提
出
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の

電
子
申
請
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
和
木

町
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
次
の
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比
べ
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
を
あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
追
納
し
た
保
険
料
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
、
3
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保

険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
早
目
の
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

追
納
を
行
う
場
合
は
、
年
金
事
務
所
へ

お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

町
で
は
、
障
が
い
に
関
す
る
困
り
事
や

悩
み
な
ど
の
相
談
窓
口
と
な
る
事
業
所
を

4
ヵ
所
設
け
て
い
ま
す
。
相
談
費
用
は
か

か
ら
ず
、
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神

障
害
の
あ
る
方
及
び
そ
の
家
族

相
談
内
容　

仕
事
の
こ
と
、
経
済
的
な
こ

と
、
将
来
の
こ
と
、
福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で
の

不
安
や
悩
み
、
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
相
談
も

可
能
で
す
。

相
談
先

①
岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

岩
国
市
岩
国
4
ー
2
ー
20

　

相
談
電
話 

43
ー
2
3
9
9

　

ﾒｰﾙ
:iw

asha-shougai@
iw

asha.jp

　

月
〜
金　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

②
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル

　

岩
国
市
横
山
1
ー
12
ー
51

　

相
談
電
話 

44
ー
3
2
4
4

　

ﾒｰﾙ
:triangle@

joy.ocn.ne.jp

　

火
〜
土　

9
時
〜
18
時

③
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ら

か
ば

　

岩
国
市
室
の
木
町
3
ー
1
ー
74

　

相
談
電
話 

21
ー
8
7
5
0

　

ﾒｰﾙ
:sts.sirakaba@

coast.ocn.ne.jp

　

月
〜
金　

8
時
15
分
〜
17
時

④
相
談
支
援
事
業
所
て
ら
す

　

和
木
町
関
ヶ
浜
2
ー
4
ー
7

　

相
談
電
話 

28
ー
6
2
1
5

　

ﾒｰﾙ
:terasu@

toride2016.com

　

月
〜
金　

10
時
〜
19
時
（
利
用
者
や
そ

の
ご
家
族
に
合
わ
せ
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

時
間
の
変
更
は
あ
り
ま
す
。）

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
の
あ
る
方
の
身

近
な
問
題
に
つ
い
て
、
町
か
ら
委
託
を
受

け
た
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。）

身
体
障
害
に
つ
い
て
の
相
談

　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会　

　

※
月
・
水
の
み
（
9
時
〜
16
時
）

　
（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

知
的
障
害
に
つ
い
て
の
相
談

　

知
的
障
害
者
相
談
員

　
（
☎
53
ー
5
7
7
0
）

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
の
受
給

者
証
は
、
毎
年
更
新
が
必
要
で
す
。
有
効

期
間
は
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
新
の
手
続
き
は
、
有
効
期
間
が
終
了
す

る
3
か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。
町
か
ら
個
別
に
更

新
の
お
知
ら
せ
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

更
新
に
必
要
な
も
の

　

申
請
書
、診
断
書
（
原
則
、2
年
に
1
度
）、

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
等
、

身
分
証
明
書
（
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
）、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
で
き
る
も
の

※
国
民
健
康
保
険
の
方
は
同
一
世
帯
の
加

入
者
全
員
分
、
社
会
保
険
の
方
は
被
保

険
者
と
本
人
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

を
証
す
る
書
類
等
が
必
要
で
す
。

※
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
場
合
、

再
認
定
の
申
請
に
は
診
断
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
付
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
は
お
す
み

で
す
か
？

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
だ
よ
り

和
木
町
は
い
か
い
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

こ
ち
ら
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
す
♪

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
を

受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
、
健
康
診
査
受

診
券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
健
康
診
査
の
結
果
が
良
く
な

か
っ
た
方
、
日
頃
か
ら
自
身
の
健
康
を
気

に
し
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
特
定
健
康
診

査
を
受
診
し
て
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

　

和
木
町
及
び
岩
国
市
、
大
竹
市
の
医
療

機
関

※
詳
細
は
届
い
た
ご
案
内
文
書
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　

受
診
券
が
届
い
て
か
ら
令
和

9
年
3
月
31
日
㈬
ま
で

申
込
方
法　

受
診
を
希
望
す
る
医
療
機
関

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

持
参
物

〇
健
康
診
査
受
診
券

〇
健
康
診
査
質
問
票

〇
保
険
資
格
の
確
認
を
受
け
ら
れ
る
も
の

自
己
負
担
額　

無
料

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き
や
、
脱
退
す
る

と
き
は
、
14
日
以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓

口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生

し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

※
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
手
続
き
が
遅
滞
し
て
い
た
期
間
の
医
療

費
が
、
全
額
自
己
負
担
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
資
格
を
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険

者
と
し
て
受
診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場

合
、
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

届
け
出
の
際
は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参

の
う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

〇
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
又
は
離

職
票

〇
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の

〇
届
出
人
の
身
分
証
明
書

脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

〇
社
会
保
険
の
資
格
確
認
書
又
は
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
（
対
象
者
全
員
分
）、
資

格
取
得
証
明
書

〇
国
保
の
資
格
確
認
書
又
は
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
（
返
却
の
た
め
）

〇
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の

〇
届
出
人
の
身
分
証
明
書

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

体
操
や
認
知
症
予
防
の
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

毎
回
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
認

知
症
に
関
す
る
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
個
室
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
を
予
防
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
、
認
知
症
の
方
、
介
護
を
し
て
い
る
方

話
し
相
手
が
欲
し
い
方
等
、
一
緒
に
わ
き

あ
い
あ
い
と
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

次
回
の
ご
案
内

日
時　

10
月
26
日
㈪　

13
時
30
分
〜
15
時

（
時
間
内　

出
入
り
自
由
）

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室 

内
容　

ゲ
ー
ム
で
楽
し
も
う
！

参
加
費　

無
料

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
6
）

　
「
和
木
町
は
い
か
い
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
と
は
、
認
知
症
の

方
等
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き
、
地
域

の
協
力
を
得
て
早
く
発
見
・
保
護
す
る
た

め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

外
に
出
て
自
宅
に
戻
れ
な
く
な
る
可
能

性
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者
等
の
情
報
を
事

前
に
登
録
し
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き

に
、
家
族
等
の
依
頼
に
よ
り
身
体
的
特
徴

や
服
装
な
ど
の
情
報
を
協
力
事
業
者
に
配

信
し
て
、
情
報
提
供
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

事
前
登
録
に
つ
い
て

申　

請　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

申
請
者　

ご
家
族
等

申
請
の
時
に
必
要
な
も
の

　

登
録
対
象
者
の
写
真
（
顔
、全
身
の
２
枚
）

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
6
）

やまぐち健幸チャレンジ月間（１０月）
　やまぐち健幸アプリのランキング機能を活用して、１０月

に計測された市町ごとの平均歩数を競争するイベントです。

　みなさまのご協力のお陰で、昨年は【２位】を獲得するこ

とができました！

　今年も一緒に「あるこう運動」で健康づくりと県内【１位】

を目指しましょう！

やまぐち健幸アプリ配信中
　「やまぐち健幸アプリ」は、山口県公式ウォーキングアプ

リです。

　「健康に興味がある」「歩くきっかけがほしい」「散歩に最

適なコースが知りたい」方におすすめです。

　歩数や歩いた距離などを測定でき、いろいろなランキング

表示で競い合いながら続けられます。また、歩く距離に応じ

てポイントがたまり、毎日のウォーキングがさらに楽しくな

ります！

●詳しくはこちらをご確認ください。

『やまぐち健幸アプリ』
　で検索

あしゆび体操

あいうべ体操

あるこう運動

（足指体操）足指をしっかり広げて、身体の土台を整えましょう

（口腔体操）口呼吸を鼻呼吸に変えて、免疫力アップ

（散歩の推奨）体力・筋力をつけましょう

和木町「３つのあ」プロジェクト推進事業
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町
民
相
談

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

10
月
は
行
政
相
談
月
間
で
す

特
設
人
権
相
談
所

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム「
は
っ
ち
ー
ず
」の
活
動

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
食
堂「
わ
き
っ
ち
ん
」

各
種
お
知
ら
せ

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（

☎
21
ー
3
2
8
1
）

日
時　

11
月
4
日
㈬　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所　

文
化
会
館
1
階
講
習
室

相
談
内
容

・
差
別
や
暴
行
、
虐
待
を
受
け
た

・
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た

・
い
じ
め
、
体
罰
を
受
け
た

・
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
さ
れ
た

　

な
ど
、
人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問　

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
1
1
2
5
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が
い

を
持
っ
た
方
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な

自
立
を
促
し
、
社
会
参
加
を
図
る
た
め
の
施

設
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時　

10
月
14
日
㈬　

14
時
30
分
〜
15
時

場
所　

総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

問　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち
『
ち
ょ
こ
の
会
』

　

は
っ
ち
ー
ず
は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑

問
や
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た

む
け
、
丁
寧
に
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

10
月
8
日
㈭　

9
時
30
分
〜
11
時

場
所　

文
化
会
館
2
階
研
修
室

問　

教
育
委
員
会
事
務
局（

☎
53
ー
3
1
2
3
）

学
校
で
の
『
ち
ょ
こ
カ
フ
ェ
』

　

は
っ
ち
ー
ず
で
は
、
学
校
で
も
カ
フ
ェ
を

開
き
ま
す
。保
護
者
の
歓
談
の
場
所
と
し
て
、

カ
フ
ェ
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
お
悩
み
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

和
木
中
学
校
の
自
由
参
観
日
の
最
終
日
に

実
施
い
た
し
ま
す
。

日
時　

10
月
3
日
㈯

時
間　

9
時
〜
12
時

場
所　

中
学
校
1
階　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

日
時　

10
月
17
日
㈯

　
　
　

受
付
11
時
30
分
〜
12
時

場
所　

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費　

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　
　

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法　

先
着
25
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
た
め
、
14

日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
7
7
7
ー
0
7
7
8
）

問　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　

岩
国
市
役
所
前
事
務
所

（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
月
・
水
曜
日　

9
時
〜
16
時

場
・
問　

町
民
相
談
室
（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催　

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時　

10
月
21
日
㈬　

9
時
〜
12
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

10
月
20
日
㈫　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国

民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
9
月
〜
10
月
ま
で
を

「
行
政
相
談
月
間
」
と
定
め
、
各
種
行
事
等

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
も
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
内
容
は
、
行
政
に
対
す
る
苦

情
や
意
見
、
要
望
な
ど
広
く
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。

日
時　

10
月
16
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問　

町
民
相
談
室
（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
6
日
、
20
日
、
27
日

　
　
　

9
時
〜
17
時

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

※
13
日
は
お
休
み
で
す
。

場
所　

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員　

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問　

役
場
議
会
棟
相
談
室（

☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時　

10
月
22
日
㈭　

10
時
〜
13
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

12



町
内
一
斉
清
掃

年
末
お
見
舞
金
の
申
請
は
お
早
め
に

山
口
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

第
38
回 

岩
国
矯
正
展

防
火
管
理
講
習

防
衛
大
学
校
学
生
募
集

日時　１０月２８日（水）～１１月８日（日）
　　　１０時～１７時（ただし日曜日は１６時まで）
会場　美術館（アートウィング）
　　　※１１月２日（月）、３日（火）はお休みです。

日時　１１月８日（日）
　　　式典：１２時３０分～　芸能祭：１３時～
会場　 文化会館　大ホール

芸能祭

展示会

社会福祉協議会
ホームページ

10
月
8
日
か
ら

　
　
1
時
間
　
1
，
1
0
1
円

　
　
　
　
　
　（
引
き
上
げ
額
58
円
）

が
適
用
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限
　
10
月
15
日
㈭
ま
で

入
校
時
期
　
令
和
9
年
4
月

問
　
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所　
（
☎
23
ー
1
5
8
0
）

日
時
　
10
月
31
日
㈯　

9
時
〜
15
時

場
所
　
岩
国
刑
務
所

（
岩
国
市
錦
見
6
ー
11
ー
29
）

内
容
　
矯
正
行
政
の
広
報
、
刑
務
所
作
業
製

品
展
示
即
売
、
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
・
消

防
車
・
装
甲
車
の
展
示
、
地
域
の
ダ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
や
神
楽
、
餅
ま
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。

問
　
岩
国
刑
務
所
矯
正
処
遇
部
門
（
作
業
）

（
☎
41
ー
0
1
3
8
）

⑥
在
宅
で
3
か
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
方　
　
　
　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

申
込
期
限
　
11
月
13
日
㈮
ま
で

申
込
方
法
　
申
請
書
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
、
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
印
鑑
と
手
帳
（
①
〜
③
の
方
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
家
族
等
が
代
理
で
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

本
人
と
の
関
係
が
わ
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。  

 

※
令
和
8
年
11
月
1
日
が
基
準
日
と
な
り
ま

す
。 

問
　
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
め
、
す
べ

て
の
労
働
者
に
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
　
山
口
労
働
局

（
☎
0
8
3
ー
9
5
5
ー
0
3
7
2
）

　

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所

関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

甲
種　

12
月
2
日
㈬
、
3
日
㈭ 

乙
種　

12
月
2
日
㈬

場
所
　
い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

2
階
講
堂

申
込
期
間
　
10
月
29
日
㈭
〜
11
月
11
日
㈬

申
込
　
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

問
　

〇
講
習
に
関
す
る
こ
と

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
31
ー
0
1
9
6
）

〇
申
込
に
関
す
る
こ
と

　

一
般
財
団
法
人　

日
本
防
火
・
防
災
協
会

（
☎
03
ー
6
2
6
3
ー
9
9
0
3
）

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
21
歳
未
満

試
験
日
　

1
次
試
験　

10
月
31
日
㈯ 

2
次
試
験　

11
月
27
日
㈮
〜
12 

月
2
日
㈬

　
　
　
　
　

（
こ
の
期
間
の
う
ち
1
日
）

　

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
を
次
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
11
日
㈰　

8
時
〜

※
荒
天
の
場
合
は
、
10
月
18
日
㈰
に
延
期

注
意
事
項

○
家
庭
の
ご
み
（
剪
定
ご
み
等
）
は
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

○
草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、
別
々
に

し
て
路
肩
等
に
積
ん
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、

交
差
点
の
近
く
に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。

〇
9
時
30
分
か
ら
回
収
を
開
始
し
ま
す
。

問
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

赤
い
羽
根
・
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
（
お

見
舞
金
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
次
に

該
当
さ
れ
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
、
2
級
）
を
お
持

ち
の
方　
　
　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

②
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）
を
お
持
ち
の
方 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
1
、2
級
）

を
お
持
ち
の
方　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

④
ひ
と
り
親
世
帯
の
方
（
満
18
歳
未
満
の
子

の
い
る
母
子
・
父
子
世
帯
で
、
生
活
保
護

世
帯
を
除
く
）　
　
　　
　

5
，
0
0
0
円

※
子
が
ひ
と
り
増
す
ご
と
に
1
，
0
0
0
円

加
算

⑤
長
期
入
院
を
さ
れ
て
い
る
方
（
自
宅
療
養

を
含
め
6
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
方
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

一般財団法人　
日本防火・防災協会
ホームページ
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パ
ス
ポ
ー
ト
の
県
手
数
料
の

納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

山
口
県
手
数
料
の
納
入
方
法
の
変
更

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
）
に
つ
い
て

和
木
こ
ど
も
園
新
入
園
説
明
会

（
令
和
９
年
度
）
の
ご
案
内

町内に住宅を新築された方を応援します !

対象となる住宅
床面積が４０平方メートル以上２８０平
方メートル以下で、町内に新築され、新
たに固定資産税が課せられることとなっ
た住宅で、地方税法による固定資産税の
減額の対象となる住宅です。

※賃貸、販売等営利を目的とする住宅は対
象になりません。

交付される額
交付される額は、地方税法による固定資
産税の減額相当額です（地方税法による
減額の制度と併せて家屋にかかる固定資
産税が実質無料となります）。

交付される期間
　新築から３年間

問　税務課（☎５２－２１９３）

申請対象者
　町内に住宅を建設、または町内に建設され
た新築住宅を購入した方で、その資金を金融
機関等から借入れた方

対象となる住宅 
　申請者が居住する住宅で、居住面積が６０㎡
以上ある一戸建ての建物

申請期間　
　対象住宅に居住を始めた日から２ヶ月以内

交付される額 
　月額の上限を５，０００円として、居住を
始めた月または借入金の償還を始めた月から
３６か月間が対象

問　 都市建設課（☎５２－２１９７）

住宅建設奨励金を交付します 利子補給金を交付します

　
9
月
末
で
、
山
口
県
手
数
料
と
し
て
販
売

し
て
い
た
「
山
口
県
収
入
証
紙
」
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

　
廃
止
に
伴
い
、
10
月
1
日
か
ら
は
会
計
室

で
山
口
県
の
手
数
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、
二

次
元
コ
ー
ド
）
の
み
で
納
付
が
可
能
で
す
。

現
金
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
納
付
後
、「
納
付
済
証
」
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
申
請
書
に
貼
付
し
、
各
申
請
窓
口

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
　
山
口
県
会
計
課

　（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
9
1
0
）

　
　
会
計
室
　
　
　
　（
☎
52
ー
2
1
9
9
）

　
山
口
県
収
入
証
紙
の
廃
止
に
伴
い
、
10
月

1
日
か
ら
旅
券
手
数
料
（
県
手
数
料
）
の
納

付
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　
次
の
納
入
方
法
か
ら
選
択
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

〇
手
数
料
収
納
窓
口
で
の
納
付
（
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
）

〇
納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付

※
国
手
数
料
は
、
今
ま
で
ど
お
り
収
入
印
紙

に
よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
す
る
場

合
は
、
国
と
県
の
手
数
料
を
ま
と
め
て
支

払
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
納
付
も
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
「
山
口
県 
パ
ス
ポ
ー
ト
」
で

検
索
し
、
山
口
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　
令
和
9
年
度
中
に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方

を
対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
対
象

の
年
齢
で
、
入
園
希
望
の
方
は
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

対
象
児

1
・
2
号
《
新
年
長
・
新
年
中
・
新
年
少
》

　
現
在
、
和
木
こ
ど
も
園
に
在
籍
し
て
い
な

い
方
で
、
令
和
3
年
4
月
2
日
〜
令
和
6
年

4
月
1
日
生
の
入
園
希
望
の
方

3
号
《
3
歳
未
満
児
》

　
令
和
6
年
4
月
2
日
生
以
降
の
希
望
の
方

※
申
請
後
に
入
園
が
決
定
し
た
場
合
に
、
詳

し
い
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
30
日
㈪
　
15
時
〜

場
所
　
和
木
こ
ど
も
園

内
容

1
・
2
号

　
入
園
に
関
す
る
説
明
（
持
ち
物
・
身
だ
し

な
み
等
）、
申
請
書
及
び
面
談
票

3
号

　
こ
ど
も
園
の
説
明
、
申
請
書
の
配
布

※
3
号
は
申
請
後
に
入
園
が
決
定
し
た
場
合

に
、
再
度
詳
し
い
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

持
参
物
　
筆
記
用
具
・
保
護
者
用
室
内
履
き
・

靴
を
い
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

駐
車
場
　
こ
ど
も
園
園
庭

注
意
事
項
　
基
本
保
護
者
の
み
で
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

問
　
和
木
こ
ど
も
園
（
☎
52
ー
2
7
0
7
）
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

いつまでもアクティブに ! 
　集まって、楽しんで、健康に！

健康プログラム健康プログラム

ワキ薬局
薬剤師

いつまでもアクティブに ! 
　集まって、楽しんで、健康に！

大森　悠生 先生

和木町保健相談センター

講 師

日 時

会 場

申 込 １０月２０日（火）までに保健相談センター
（☎5 2 －7 2 9 0）へご連絡ください。

主催：保健福祉課　　　
共催：保健相談センター

10月2３日（金）
13時30分～15時

　昨年１０月に開催した「健康プログラム　秋」に引き
続き、血圧・血糖・禁煙について、日常生活で気を付
けることをわかりやすくお伝えします。また、交流を
深められるよう、レクリエーションも予定しています。

～血圧・血糖・禁煙サポート
　　　　　　　仲間づくりのいい話～

第２弾

⑶
地
方
税
に
滞
納
の
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
（
完
納
証
明
書
等
）

⑷
住
民
票
（
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
、
全
員

の
住
民
票
）

⑸
そ
の
他
、
町
が
提
出
を
求
め
る
書
類
（
障

害
者
手
帳
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
等
）

決
定
方
法
　
申
込
者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え

る
場
合
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

注
意
事
項
　
ペ
ッ
ト
不
可

申
・
問
　
都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

募
集
住
宅

山
の
手
団
地
第
4
棟
　
1
戸

　
2
0
4
号
（
2
階
）　
和
木
2
丁
目
2
番

構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
　
3
階
建
　
3
D
K

家
賃

2
5
，
0
0
0
円
〜
4
9
，
1
0
0
円

（
共
益
費
別
）

駐
車
場
　
1
台
／
戸

※
2
台
目
以
降
の
駐
車
場
は
、
入
居
者
が
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

⑴
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要

と
す
る
方
（
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
）

⑵
現
に
同
居
し
て
い
る
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
の
い
る
方
（
2
名
以
上
で

入
居
で
き
る
方
）

⑶
入
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
全
員
の
収
入
合

計
が
収
入
基
準
の
範
囲
内
に
あ
る
方

⑷
連
帯
保
証
人
が
お
ら
れ
る
方

⑸
公
営
住
宅
（
県
営
、
市
区
町
村
営
等
）
に

入
居
し
て
い
な
い
方

⑹
入
居
を
希
望
す
る
家
族
全
員
が
地
方
税
に

滞
納
の
な
い
方

⑺
申
込
者
・
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い
方

申
込
期
間
　
10
月
1
日
㈭
〜
16
日
㈮

必
要
書
類

⑴
申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市

建
設
課
に
あ
り
ま
す
）

⑵
公
的
機
関
が
発
行
す
る
所
得
を
証
明
す
る

書
類
（
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
等
）

山口
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●日時　令和８年１０月９日（金） 
　　　　　　　　　１３ ：３０ ～１５ ：００
●場所　コミュニティセンター ３階 集会室
●費用　無料
●講師　理学療法士　中元 幸美 先生
●内容　足指を整えて、歩きやすい体づくり
●主催　和木大学、和木町地域包括支援センター
　　　　わきあいあいウォーク
●問い合わせ　和木町地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

□ 姿勢が気になる
□ 腰痛・肩こりに悩んでいる
□ むくみ・冷えが気になる
□ 外反母趾・タコ・足の痛みに悩んでいる
□ 靴のヒールの内側・外がすごく擦り減る
□ 下半身やせして、脚の形を良くしたい
□ 前かがみの家事・携帯電話を見るなど下向
　 きが多い
□ 気づいたら足を組んだり、膝と膝が開く
□ いつもカバン等の荷物を持つ手が決まって
 　いる 
□ 手を後ろに組んで歩く癖がある

チェックがつく人は変わるチャンス !
自分のゆがみ度をチェック !!

和木大学

あしゆび体操　 体験会

１０年後も元気に
過ごすために、ご自分の体を

点検してみましょう!

ゆがみ度
当てはまる数が

２個以上は
注意が必要

背中が
丸まってきた

気がする…
体も固く

なってきた…

期　日　令和８年１０月１６日（金） 
　　　　９時５０分～　受付開始 
　　　　１０時２０分　開会行事・研修会開始
会　場　和木小学校　体育館　　
　　　　（駐車場：和木小運動場  ※なるべく徒歩、自

転車等でお越しください）
演　題　「 自分と友達を大切にする生き方 」
講　師　下関市社会福祉協議会
　　　　　　　会長　児　玉　典　彦　様
対　象　和木小学校（児童、教職員）、
　　　　保護者、地域住民

昭和５５年４月　教職に就く。
美祢市立伊佐中学校　教諭（社会科）
その後、県内の中学校２校で教諭として勤務
した後、県内中学校２校で校長として勤務

申・問　会場準備の都合上、和木町教育委員会に申し
込みをお願いします。 （お名前、電話番号、
所属団体）

　　　　和木町教育委員会事務局
　　　　ＴＥＬ：０８２７－５３－３１２３
　　　　ＦＡＸ：０８２７－５３－６７７６
主　催　和木町教育委員会、和木町保健福祉課

人権教育講演会

【講師略歴】
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　私は昔から、花火大会が大好きです。夏の夜空に光が広がるのを見て
いると、何度見ても見飽きることがありません。だから、花火大会があ
ると、いつも行きたくなります。でも、花火大会に行くには、いつも少
し準備が必要です。
　いい場所を取るために、大抵は午後から出かけなければなりません。
電車はすでに混雑しているし、花火が終わった後には、いつも別のこと
を考えさせられます。
　それは、「どうやって帰ろうか？」ということです。 和木の花火大会は、
どこか違います。
　実際、同じくらい賑やかでワクワクします。あちこちに人がいて、会
話や笑い声が聞こえ、もちろん夜空いっぱいに花火が打ち上がります。
それでも、なぜか心地よいのです。 夕方、私はただ家を出て、小瀬川の
方へと歩いていきます。途中で知り合いに会います。
　和木でよく見かける人たち、顔見知りになっていった人たちです。花火に向かって一緒に歩いたり、人々
が楽しんでいるのを見たり、挨拶を交わしたりしながら、夜が近づくにつれてワクワク感が高まっていくの
を感じるのは、とても素敵なことです。
　そして、いざ花火が始まると、みんなで同じ空を見上げます。音は大きく、光は明るく、人混みは賑やかです。
でも、圧倒されることはありません。むしろリラックスできます。焦ったり、人混みをかき分けて進んだり、
お祭りの後のことをあまり心配したりしなくても、その興奮を楽しむことができるのです。
　和木の花火大会には、花火大会の好きなところがすべて詰まっています。ワクワク感、美しい光、賑やか
な雰囲気、そして一緒に祝っているという実感。それでいて、そこには何とも言えない心地よさがある。焦
らなくていい、気を張らなくていい、夏の夜をただありのままに楽しめる。
　それこそが、私にとってこの花火大会が特別な理由なのだと思います。

　８月１５日、維新みらいスタジアムで開催された、レノファ山口ＦＣのホーム開幕戦セレモニーに参加

しました。このセレモニーでは、県内各市町が応援の寄せ書きを集めたフラッグを掲げて入場し、選手を

迎えました。私も和木町のフラッグを携えてスタジアムの芝生の上に立ち、チームへエールを送りました。 

　試合は見事１対０でレノファが勝利を収め、記念すべきホーム開幕戦は大盛況となりました。 

　今後は、県内各市町を特集する「ホームタウンデー」が予定されており、特定のホームゲームで和木町

の特設ブース出店や町長挨拶などのプロモーションが実施されます。 

　今後もレノファ山口の応援など、和木町や山口県を元気に盛り上げる活動に注力していきます。

５代目地域おこし協力隊 藤野翔太郎の「WAKI LIFE」

４代目地域おこし協力隊 アンジェリン  チバの  「エンジースペース」

山口県の各市町が集まるレノファ開幕戦セレモニーへ行ってきました

 私が一番好きな花火大会
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住民サービス課（☎５２－２１９４）

３Ｒとはリデュース（Reduce）→発生抑制、リユー
ス（Reuse）→再使用、リサイクル（Recycle）→再利
用の３つのＲの総称です。

10月は３Ｒ推進月間です10月は３Ｒ推進月間です10月は３Ｒ推進月間です

３Ｒの推進にご協力を

お願いいたします。

リデュースとは、物を大切に使い、ごみを減らす
ことです。
○ 必要のないものは買わない、もらわない
○ 壊れにくく、長く使える製品を買う
○ 買い物にはマイバッグを持参する

リユースとは使えるものは繰り返し使うことです。

○ 詰め替え用の製品を選ぶ
○ いらなくなった物は、ほしい人にゆずったり、
 　リサイクルショップを利用する
リサイクルとは、ごみを資源として再び利用する
ことです。
○ ごみを正しく分別し、
　 リサイクルしやすくする
○ ごみを再生して作られた
　 製品を利用する

問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

◆ ◆

　野焼きは、「廃棄物の不適正な処理の防止」「周
辺地域の生活環境に与える影響」から、法律で
禁止されています。ただし、いくつかは例外と
して認められています。

　野焼禁止の例外

・農業者が行う耕作に伴う焼却や、林業者
が行う伐採した枝木の焼却

・とんど焼きなどの風俗習慣上又は宗教上
の行事を行うための必要な焼却

※例外として認められる野焼きであっても、周
囲への配慮が必要です。煙やにおいなどにつ
いて役場に苦情が寄せられ、その影響が著し
いと認められる場合には、職員が野焼きを
行っている方に直接お会いし、近隣の方への
配慮をお願いすることがあります。

　お互いを思いやり、住みよいまちづくりにご
理解とご協力をお願いします。

野焼きは原則法律で

禁止されています！

Q：ビニールひもや麻ひもなどで縛っても
　　回収されますか？？
A：紙ひも以外で縛っている場合は
　　回収できません。

Q：収集日に雨が降っている場合でも、出して
　　いいのでしょうか？？
A：雨が降っている日も、天気が良い日と同じ
　　ように紙ひもで縛って出してください。

新聞・雑誌や段ボールの日の

ごみ出しルールについて

みんなが住みやすい
街づくりにご協力を
お願いします。

令和８年度

「林業サポーター確保研修」 受講者募集

日時
１１月１２日（木）、１１月２０日（金）、１１月２７日（金）
　【全3日間】9：00～ 17：00
場所
岩国市周東勤労青少年ホーム（岩国市周東町用田１０１３７-８）
周東里山の会活動広場（岩国市周東町用田１０１３７-２）周辺
内容
・造林・保育作業等に関すること（１日間）
・刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育（１日間）
・労働安全衛生（山等での救急救命）及びコンテナ苗畑現地
　視察等（１日間）
対象
農業者、森林所有者、林業への就業希望者ほか
募集人数
１０名（応募者多数の場合抽選）

受講料
テキスト代（３，０００円程度）
申込／問い合わせ先
山口県岩国農林水産事務所森林部森林づくり推進課
電話番号　０８２７-２９-１５６５

申込期限：１０月３０日（金）

（岩国・柳井）
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１０月のクマは『冬眠モード』で動いています！

　新規就農者等に向けた、農業の技術や経営に関する
知識の習得のための研修への参加者を募集しています。
　本研修は、和木町を含む広島広域都市圏における新
規就農者育成事業の連携市町を対象としています。

研 修 名　広島市農業振興センター農業研修
研修内容　野菜栽培に関する講義と実習、出荷・販売

技術に関する講義と実習、農産物直売所や
生産販売農家の視察等

研修コース
　①生産販売農家育成コース
　②栽培技術基礎コース
研修期間　令和９年４月～令和１０年３月末（週２回）
研修費用　無料（小農具費等の自己負担あり）
申込期限　１１月３０日（月）（必着）
※詳細につきましては、次の URL から公益財団法人
広島市農林水産振興センターのホームページをご覧
ください。
https://www.haff.city.hiroshima.jp/syunojoho/
　　　　top.html

申・問　公益財団法人広島市農林水産振興センター
　　　　農業担い手育成課（☎０８２－８４２－４４２１）

令和９年度農業研修生の募集について
（新規就農）

・ツキノワグマは11月下旬頃からの冬眠に向け、大量のエネルギーを蓄える「食い溜め期」に入ります。
・１日の摂取カロリーは約５,０００～７,０００kcal（春・夏の数倍～１０倍以上）に達し、多いときには１日
に２０kg近くも食べます。

・この圧倒的な量を確保するため、エサの匂いに誘われて民家のすぐ近くまで大胆に出没します。

この時期は、クマが冬眠に備えて活動を活発化させ、人里への出没や人身被害が
急増し始めます。
目撃が増える理由はクマの「冬眠準備」にあります。

出没情報は➡岩国警察署（☎２４－０１１０）　
　　　　　　 住民サービス課（☎５２－２１９４）まで！

理由①：１日の食事量は春・夏の数倍～１０倍以上

・冬眠前の大好物は、里山にある「柿」や「栗」などの果実です。
◆放置は危険：庭先や耕作放棄地の実を放置しないでください。
◆早めの収穫・伐採：収穫予定のない果樹は、実を全て摘み取るか、伐採を。
◆屋外に物を置かない：ゴミの夜出し、屋外のペットフードや生ゴミは厳禁です。

理由②：家の「柿」や「栗」を狙う

・秋のクマは、エサへの執着心が異常に強くなっています。
・木の実を食べているクマを見つけても、絶対に大声で脅したり、近づいたりしないでください。
「エサを横取りされる」と勘違いし、防衛本能から激しく襲ってくるため大変危険です。

理由③：エサへの「執着心」が非常に強い
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実験結果

どちらとも効果があった
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来月、第３回、みんな大好きアサリ漁でも大活躍！？　エネマリンでアサリ肥育実験！

　まず取り組んだのは、和木５丁目水路の悪臭対策です。この水路では以前から硫化水素による悪臭
が発生し、地域の皆さんを悩ませていました。そこで、エネマリンを使い、悪臭を防止する実証実験
にチャレンジしました。
　和木５丁目に流れる２つの水路、「潮廻し水路」、「長井手水路」に土嚢袋に入れたエネマリン約３００㎏、
１５０㎏をそれぞれ設置。設置後半年間でどのような効果があったか検証しました。

和木町×ENEOS株式会社麻里布製油所でやってみた！

－ ニードルコークスを活用した地域づくりへの挑戦 － ②

（１）環境浄化材「エネマリン（仮称）」について
　エネマリンってどんなの？？
　エネマリンとは、「ENEOS 株式会社麻里布製油所で製造されるニードルコークス」、
「鉄」、「竹炭」などを使って作られた環境浄化材で、効果としては硫化水素の抑制、水質・
底質の改善などが期待されています。

❶ 和木５丁目水路悪臭防止実験

　効果あり！　エネマリン
設置前は、潮廻し水路・
長井手水路の一部で硫化
水素が検出されていまし
たが、設置直後から半年
後までの測定では、濃度
は検出下限を下回る結果
となりました。さらに、
気になるにおいの強さも
大きく減少。水路環境の
改善に向けた、明るい兆
しが見えてきました。

エネマリン設置日
令和７年８月１８日（月）

設
置
の
様
子

和木町×

長井手水路（１５０㎏）

潮廻し水路（３００㎏）
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を
利
用
す
れ
ば

最
大
2
0
0
万
円
の
失
業
保
険
が

受
給
で
き
る
。
そ
の
申
請
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
」
と
言
わ
れ
、
約
30

万
円
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
契
約
を
申

し
込
ん
だ
。
そ
の
後
、
教
え
ら
れ

た
と
お
り
の
手
順
で
失
業
保
険
の

申
請
を
行
っ
た
が
、
給
付
金
は
も

ら
え
な
か
っ
た
。
事
業
者
か
ら
サ

ポ
ー
ト
費
用
の
請
求
を
受
け
て
い

る
が
、
失
業
保
険
が
も
ら
え
な
い

な
ら
支
払
い
た
く
な
い
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
す
れ
ば

必
ず
高
額
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る

和

木

短

歌

会

盆
の
入
り
雨
上
が
り
の
朝
ふ
わ
ふ
わ
と

ト
ン
ボ
飛
び
ゆ
く
県
境
の
橋

み
れ
い
ち
�
ん
昼
寝
の
お
顔
ほ
ほ
笑
ん
で

覗
い
て
み
た
い
な
あ
な
た
の
夢
を

リ
ビ
ン
グ
に
鳴
き
声
響
く
ニ
コ
ち
�
ん
は

セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
わ
が
家
で
預
か
る

孫
の
口
あ
�
と
い
う
間
の
ち
ら
し
寿
司

帰
省
の
た
び
に
じ
じ
ば
ば
細
る

か
き
氷
思
う
存
分
食
べ
た
夫

二
の
腕
さ
す
り
外
で
暖
と
る

命
尽
き
短
き
夏
を
終
え
り
た
り

群
れ
る
を
知
ら
ぬ
我
と
油
蝉

Ｔ
シ
�
ツ
の
背
中
の
﹁
愛
﹂
の
字
川
岸
に

陰
り
ゆ
き
た
り
陽
は
沈
み
ゆ
く

山
本　

伸
子

井
口
美
智
子

中
礒　

和
子

藤
川　

洋
子

森
本
ゆ
き
子

泉
原　

節
子

兼
本　

信
昌

灰
岡　

裕
美

緑
陰
に
風
の
来
る
の
を
じ
�
と
待
つ

一
番
乗
り
な
り
ラ
ジ
オ
体
操

　広報わきやアイ・キャン
和木ちゃんねる文字放送に
掲載した写真を無料で差し
上げます。
　ご希望の方（写真に写っ
ている本人またはそのご家
族）はご連絡ください。

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

問　企画総務課
　　　　（☎52-2136）

今月の納税
　
町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

町
県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
期
分

町
営
住
宅
使
用
料
　
　
　
　
　
　
　
10
月
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
4
期
分

介
護
保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　
　
　
　
4
期
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

※
納
期
限
は
11
月
2
日
㈪
で
す
。

和
木
町
暮
ら
し
応
援
商
品
券
の

利
用
期
間
は
10
月
末
ま
で

　
物
価
高
騰
に
お
け
る
家
計
の
支
援
と
地
域
経

済
の
活
性
化
の
た
め
に
、
4
月
に
町
民
の
皆
さ

ま
に
お
届
け
し
た
「
和
木
町
暮
ら
し
応
援
商
品

券
（
国
の
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
）
は
、ご
利
用
期
間
が
10
月
末
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
期
間
内
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
ま
だ
商
品
券
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
役
場
で
保
管
し
て
い
ま

す
。
再
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
役
場
企

画
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

役
場
で
直
接
の
受
取
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
受
取
人
様
の
身
分
証
明
書
（
顔
写
真
付

き
の
場
合
は
1
点
、
顔
写
真
が
付
い
て
い
な

い
も
の
の
場
合
は
2
点
）
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
（
受
取
人
様
が
世
帯
員
以
外
の
場
合
は
、

身
分
証
明
書
に
加
え
、
申
出
書
が
必
要
で

す
）。
商
品
券
の
保
管
期
間
は
令
和
8
年
10

月
30
日
㈮
ま
で
で
す
。

問
　
企
画
総
務
課 （
☎
52
ー
2
1
3
6
）

22



100 200100200 00 （人）

令和8年9月1日現在
総人口　5,559人（＋6）
世帯数　2,549世帯（±0）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,842人（＋1人）男　2,717人（＋5人）
7

31
63

91
180

211
151

123

186
187

172
159

133
131

141
138

177
141

99

195

1 6
25

78
108

162
200

181
180

134
177

205
175

193
137

105
121
120

182
156

117
80

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
5－9
0－4

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

（
令
和
9
年
４
月
採
用
）

募
集
職
種
お
よ
び
受
験
資
格

事
務
職

　

平
成
3
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
20
年

4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
︑

高
等
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
た

方
技
術
職
︵
土
木
︶

　

平
成
3
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
20
年

4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
︑

土
木
関
係
の
専
門
学
科
︵
高
等
学
校

以
上
︶
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の
方
︑

ま
た
は
︑
土
木
関
係
業
務
に
勤
務
し

た
経
験
が
あ
る
方

技
術
職
︵
建
築
︶

　

昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
20
年

4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
︑

1
級
建
築
士
ま
た
は
2
級
建
築
士
資

格
を
取
得
し
て
い
る
方
︑
ま
た
は
︑

令
和
9
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
方

保
健
師

　

平
成
3
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
︑
保
健
師
の
免
許
を
取
得
し

て
い
る
方
︑
ま
た
は
︑
令
和
9
年
3

月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

管
理
栄
養
士

　

平
成
3
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
︑
管
理
栄
養
士
の
免
許
を
取

得
し
て
い
る
方
︑
ま
た
は
︑
令
和
9

年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

社
会
福
祉
士

　

平
成
3
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
︑
社
会
福
祉
士
資
格
を
取
得

し
て
い
る
方
︑
ま
た
は
︑
令
和
9
年

3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

保
育
教
諭

　

平
成
10
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
︑
保
育
士
資
格
及
び
幼
稚
園

教
諭
二
種
以
上
の
免
許
を
取
得
し
て

い
る
方
︑
ま
た
は
︑
令
和
9
年
3
月

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

※
い
ず
れ
の
職
種
も
要
普
通
自
動
車
免

許
採
用
予
定
者
数

　

各
職
種　

若
干
名

一
次
試
験　
︵
第
2
期
︶
11
月
15
日
㈰

※
第
1
期
試
験
は
9
月
27
日
に
実
施
済

み
で
す
︒

受
付
期
間

　

9
月
1
日
㈫
～
10
月
9
日
㈮
ま
で

　
　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
︑
10
月
9
日
㈮　

消
印

有
効
と
し
ま
す
︒

二
次
試
験　

12
月
上
旬
予
定

採
用
予
定
日

　

令
和
9
年
4
月
1
日
以
降

そ
の
他

　

天
候
や
災
害
等
の
状
況
に
よ
り
︑
試

験
日
程
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

問　

企
画
総
務
課
︵
☎
52
ー
2
1
3
6
︶

※
詳
細
な
内
容
は
和
木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

※
和
木
町
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書

は
企
画
総
務
課
︵
役
場
2
階
︶
に
あ

り
ま
す
︒
ま
た
︑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

https://w
w
w
.tow

n.w
aki.lg.

jp

9
月
1
日
か
ら
着
任
し
ま
し
た

 

9
月
1
日
付
　
職
員
の
異
動

（
　
）内
は
旧
職

●
保
健
福
祉
課

新
田
　
香
鈴
　
主
事

　
　
　
　
　 （
企
画
総
務
課
　
主
事
）

　
こ
の
度
、
令
和
8
年
9
月
1
日
よ
り
和

木
町
役
場
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
大
屋
幸
泰
で
す
。
岩
国
生
ま
れ
の
大
野

（
現
廿
日
市
市
）
育
ち
で
す
。
民
間
企
業

を
経
て
海
上
自
衛
官
と
な
り
、
令
和
8
年

8
月
に
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

　
和
木
町
は
地
元
に
近
く
、
蜂
ヶ
峯
総
合

公
園
な
ど
に
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た

し
、
民
間
時
代
に
は
、
和
木
町
防
災
行
政

無
線
設
備
の
保
守
等
で
役
場
や
町
内
全
域

に
、
ま
た
建
設
省
（
現
国
交
省
）
の
中
市

堰
に
も
定
期
的
に
お
邪
魔
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に

親
近
感
の
あ
る
町
で
す
。

　
重
責
を
強
く
感
じ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
、
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
危
機
管
理
監  

大
屋
　
幸
泰
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